
(57)【要約】

【課題】患者の緊張を和らげる音楽を、煩雑な操作を要

さずに、再生できるようにした超音波診断装置を提供す

る。

【解決手段】患者に音楽を聞かせるための制御を行う音

楽制御部８と、ＣＤから音楽情報を取り込むためのＣＤ

ドライブ９と、インターネット上から音楽情報を取り込

むための通信回線インタフェース１０と、患者情報（患

者の識別子，年齢，性別，音楽的好み等）を蓄積する患

者データベース１１と、音楽情報（曲の識別子，曲デー

タ等）を蓄積する音楽データベース１２と、音楽を出力

する患者用音楽出力部１３とを具備する。

【効果】超音波診断装置自体が音楽再生機能を有してい

るため、ＣＤプレーヤ等の別体の音楽再生装置が必要な

くなり、操作者は、超音波診断装置のみを操作すれば足

るため、煩雑な操作を要さずに音楽を再生できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 パ ル ス を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に
被 検 体 内 か ら 超 音 波 エ コ ー を 受 信 し て 受 信 デ ー タ を 出 力 す る 送 受 信 手 段 と 、 得 ら れ た 受 信
デ ー タ か ら 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 超 音 波 画 像 生 成 手 段 と 、 生 成 し た 超 音 波 画 像 を 表 示 す る
超 音 波 画 像 表 示 手 段 と 、 音 楽 情 報 を 記 憶 す る 音 楽 情 報 記 憶 手 段 と 、 前 記 音 楽 情 報 記 憶 手 段
か ら 音 楽 情 報 を 読 み 出 し て 音 楽 を 再 生 す る 音 楽 再 生 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 音 楽
再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ 等 の 音 楽 媒 体
再 生 装 置 を 介 し て 音 楽 情 報 を 取 り 込 み 前 記 音 楽 情 報 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ る 音 楽 情 報 取 込 み
手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 通 信 回 線 を
介 し て 音 楽 情 報 を 取 り 込 み 前 記 音 楽 情 報 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ る 音 楽 情 報 取 込 み 手 段 を 具 備
し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 診
断 モ ー ド に 応 じ て 再 生 音 量 を 自 動 的 に 調 整 す る 音 量 自 動 調 整 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と
す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 診 断 モ ー ド と 再 生 音 量 の 対
応 付 け を 行 う 音 楽 情 報 管 理 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か に 記 載 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 患
者 情 報 に 応 じ て 音 楽 情 報 の 選 択 を 行 う 音 楽 情 報 選 択 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽
再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記 患 者 情 報 は 、 患 者 の 年
齢 ， 性 別 お よ び 音 楽 的 好 み の い ず れ か を 含 む こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診
断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ ま た は 請 求 項 ７ に 記 載 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 患 者 情 報 と
音 楽 情 報 の 対 応 付 け を 行 う 音 楽 情 報 管 理 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付
き 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ８ の い ず れ か に 記 載 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 ド
ッ プ ラ 音 を 出 力 す る 検 査 用 ス ピ ー カ と は 別 個 に 音 楽 を 出 力 す る 患 者 用 ス ピ ー カ を 具 備 し た
こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 煩 雑 な 操 作 を 要 さ
ず に 、 患 者 の 緊 張 を 和 ら げ る 音 楽 を 再 生 で き る よ う に し た 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装
置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 診 断 中 の 患 者 の 緊 張 を 和 ら げ る た め に 、 Ｃ Ｄ （ Ｃ ｏ ｍ ｐ ａ ｃ ｔ 　 Ｄ ｉ ｓ ｃ ） プ レ ー
ヤ 等 の 音 楽 媒 体 再 生 装 置 で 音 楽 を 再 生 し て 患 者 に 聞 か せ る こ と が 行 わ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
他 方 、 特 開 平 ８ － ６ １ ９ 号 公 報 に は 、 ド ッ プ ラ （ ｄ ｏ ｐ ｐ ｌ ｅ ｒ ） 音 を 出 力 す る 手 段 を 備
え た 超 音 波 診 断 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 、 超 音 波 診 断 を 行 う 操 作 者 は 、 超 音 波 診 断 装 置 お よ び Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 等 の 両 方 を 操 作 す
る 必 要 が あ っ た 。
し か し 、 超 音 波 診 断 装 置 を 操 作 し て 診 断 中 に 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 等 を も 操 作 す る の は 、 煩 わ し
い 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 ド ッ プ ラ 検 査 の よ う に ド ッ プ ラ 音 を 聞 い て 診 断 す る 時 に は 、 音
楽 が 邪 魔 に な る た め 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 等 で 再 生 音 量 を 下 げ る 操 作 を す る 必 要 が あ り 、 煩 わ し
い 問 題 点 が あ っ た 。 ま た 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 等 で 患 者 の 年 齢 ， 性 別 ， 音 楽 的 好 み に 合 わ せ た 音
楽 を 選 択 す る 操 作 を す る 必 要 が あ り 、 煩 わ し い 問 題 点 が あ っ た 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 煩 雑 な 操 作 を 要 さ ず に 、 患 者 の 緊 張 を 和 ら げ る 音 楽 を 再 生 で き
る よ う に し た 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 超 音 波 探 触 子 と 、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 駆 動 し て 超 音 波 パ ル ス
を 被 検 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 被 検 体 内 か ら 超 音 波 エ コ ー を 受 信 し て 受 信 デ ー タ を 出 力 す る
送 受 信 手 段 と 、 得 ら れ た 受 信 デ ー タ か ら 超 音 波 画 像 を 生 成 す る 超 音 波 画 像 生 成 手 段 と 、 生
成 し た 超 音 波 画 像 を 表 示 す る 超 音 波 画 像 表 示 手 段 と 、 音 楽 情 報 を 記 憶 す る 音 楽 情 報 記 憶 手
段 と 、 前 記 音 楽 情 報 記 憶 手 段 か ら 音 楽 情 報 を 読 み 出 し て 音 楽 を 再 生 す る 音 楽 再 生 手 段 を 具
備 す る こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 超 音 波 診 断 装 置 自 体 が 音 楽
再 生 機 能 を 有 し て い る た め 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 等 の 別 体 の 音 楽 再 生 装 置 が 必 要 な く な る 。 つ ま
り 、 操 作 者 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の み を 操 作 す れ ば 足 る た め 、 煩 雑 な 操 作 を 要 さ ず に 音 楽 を
再 生 で き 、 患 者 の 緊 張 を 和 ら げ る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 Ｃ Ｄ
ド ラ イ ブ 等 の 音 楽 媒 体 再 生 装 置 を 介 し て 音 楽 情 報 を 取 り 込 み 前 記 音 楽 情 報 記 憶 手 段 に 記 憶
さ せ る 音 楽 情 報 取 込 み 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置
を 提 供 す る 。
上 記 第 ２ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ 等 の 音 楽 媒 体
再 生 装 置 か ら 音 楽 情 報 を 取 り 込 ん で 蓄 積 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 通 信
回 線 を 介 し て 音 楽 情 報 を 取 り 込 み 前 記 音 楽 情 報 記 憶 手 段 に 記 憶 さ せ る 音 楽 情 報 取 込 み 手 段
を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ３ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に あ る 音
楽 情 報 を 取 り 込 ん で 蓄 積 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 診 断
モ ー ド に 応 じ て 再 生 音 量 を 自 動 的 に 調 整 す る 音 量 自 動 調 整 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す
る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ４ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 Ｂ モ ー ド の よ う に 画 像 だ け
で 診 断 す る 診 断 モ ー ド の 時 は 通 常 の 音 量 で 再 生 し 、 ド ッ プ ラ 検 査 の よ う に 音 を 聞 い て 診 断
す る 診 断 モ ー ド の 時 は 音 量 を 小 さ く す る か 又 は ミ ュ ー ト に す る 、 と い っ た よ う に 自 動 で 切
り 替 え る た め 、 操 作 者 の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 診 断
モ ー ド と 再 生 音 量 の 対 応 付 け を 行 う 音 楽 情 報 管 理 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再
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生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ５ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 診 断 モ ー ド と 再 生 音 量 の 対
応 を カ ス ト マ イ ズ で き る た め 、 使 い 勝 手 が 良 く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
第 ６ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 患 者
情 報 に 応 じ て 音 楽 情 報 の 選 択 を 行 う 音 楽 情 報 選 択 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再
生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ６ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 患 者 が 子 供 の 時 は 童 謡 を 選
択 し 、 患 者 が 大 人 の と き は ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 選 択 す る 、 と い っ た よ う に 自 動 で 切 り 替 え る
た め 、 操 作 者 の 負 担 が 軽 減 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ７ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 前 記
患 者 情 報 は 、 患 者 の 年 齢 ， 性 別 お よ び 音 楽 的 好 み の い ず れ か を 含 む こ と を 特 徴 と す る 音 楽
再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ７ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 子 供 ， 青 年 ， 熟 年 ， 老 年 と
い っ た 区 別 を 基 に 音 楽 情 報 を 選 択 し た り 、 女 性 ， 男 性 の 区 別 を 基 に 音 楽 情 報 を 選 択 し た り
、 患 者 個 人 の 音 楽 的 好 み を 基 に 音 楽 情 報 を 選 択 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 ８ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 患 者
情 報 と 音 楽 情 報 の 対 応 付 け を 行 う 音 楽 情 報 管 理 手 段 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生
機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
上 記 第 ８ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 患 者 情 報 と 音 楽 情 報 の 対 応
を カ ス ト マ イ ズ で き る た め 、 使 い 勝 手 が 良 く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 ９ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 ド ッ
プ ラ 音 を 出 力 す る 検 査 用 ス ピ ー カ と は 別 個 に 音 楽 を 出 力 す る 患 者 用 ス ピ ー カ を 具 備 し た こ
と を 特 徴 と す る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る 。
ド ッ プ ラ 音 を 出 力 す る 検 査 用 ス ピ ー カ か ら 音 楽 も 出 力 す る よ う に す れ ば 、 資 源 を 有 効 利 用
で き る 利 点 が あ る が 、 超 音 波 診 断 装 置 に 対 す る 操 作 者 と 患 者 の 位 置 が 異 な る た め 、 検 査 用
ス ピ ー カ を 向 け る 方 向 が 中 途 半 端 に な っ て し ま う 。
そ こ で 、 上 記 第 ９ の 観 点 に よ る 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 で は 、 検 査 用 ス ピ ー カ と
患 者 用 ス ピ ー カ と を 別 個 に し た 。 こ れ に よ り 、 検 査 用 ス ピ ー カ は 操 作 者 の 方 向 に 向 け 、 患
者 用 ス ピ ー カ は 患 者 の 方 向 に 向 け て 配 置 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 に 示 す 実 施 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本 発 明
が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ は 、 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 超 音 波 探 触 子 １ と 、 超 音 波 探 触 子 １ を 駆 動 し て 超 音 波 パ ル
ス を 患 者 の 体 内 へ 送 信 す る と 共 に 超 音 波 エ コ ー を 受 信 し 受 信 信 号 を 出 力 す る 送 受 信 部 ２ と
、 受 信 信 号 か ら 超 音 波 画 像 を 生 成 し た り ド ッ プ ラ 音 を 生 成 す る 信 号 処 理 部 ３ と 、 超 音 波 画
像 を 表 示 す る 画 像 表 示 部 ４ と 、 ド ッ プ ラ 音 を 出 力 す る 検 査 用 音 響 出 力 部 ５ と 、 操 作 者 が 指
示 を 入 力 す る 操 作 部 ６ と 、 送 受 信 部 ２ や 信 号 処 理 部 ３ の 動 作 を 制 御 す る ス キ ャ ン 制 御 部 ７
と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ は 、 患 者 に 音 楽 を 聞 か せ る た め の 制 御 を 行 う 音 楽 制 御 部 ８
と 、 Ｃ Ｄ か ら 音 楽 情 報 を 取 り 込 む た め の Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ ９ と 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 か ら 音 楽 情
報 を 取 り 込 む た め の 通 信 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ と 、 患 者 情 報 （ 患 者 の 識 別 子 ， 年 齢 ， 性
別 ， 音 楽 的 好 み 等 ） を 蓄 積 す る 患 者 デ ー タ ベ ー ス １ １ と 、 音 楽 情 報 （ 曲 の 識 別 子 ， 曲 デ ー
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タ 等 ） を 蓄 積 す る 音 楽 デ ー タ ベ ー ス １ ２ と 、 音 楽 を 出 力 す る 患 者 用 音 楽 出 力 部 １ ３ と を 具
備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
音 楽 制 御 部 ８ は 、 Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ ９ や 通 信 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ を 介 し て 音 楽 情 報 を 取 り
込 む 音 楽 情 報 取 込 部 ８ ａ と 、 操 作 者 の 指 示 に 基 づ い て 診 断 モ ー ド と 音 楽 情 報 の 対 応 お よ び
患 者 情 報 と 音 楽 情 報 の 対 応 の 作 成 ， 変 更 ， 削 除 を 行 う た め の 音 楽 情 報 管 理 部 ８ ｂ と 、 現 在
の 患 者 情 報 に 対 応 す る 音 楽 情 報 を 選 択 す る 音 楽 情 報 選 択 部 ８ ｃ と 、 現 在 の 診 断 モ ー ド に 対
応 し て 再 生 音 量 を 調 整 す る 音 量 自 動 調 整 部 ８ ｄ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
ド ッ プ ラ 音 を 出 力 す る 検 査 用 ス ピ ー カ ５ ａ は 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 正 面 に 設 置 さ れ て お
り 、 音 楽 を 出 力 す る 患 者 用 ス ピ ー カ １ ３ ａ は 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 側 面 に 設 置 さ れ て い
る 。 つ ま り 、 検 査 用 ス ピ ー カ ５ ａ は 操 作 者 の 方 を 向 き 、 患 者 用 ス ピ ー カ １ ３ ａ は 患 者 の 方
を 向 い て い る 。
Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ ９ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 正 面 に 設 置 さ れ て い る 。
通 信 回 線 １ ０ ａ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ の 背 面 か ら 入 っ て 通 信 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０
に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ は 、 超 音 波 診 断 装 置 １ ０ ０ に よ る 音 楽 制 御 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 音 楽 制 御 部 ８ は 、 Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ ９ か ら 音 楽 情 報 を 取 り 込 む 旨 の 操 作 者
の 指 示 が あ っ た か 否 か を 判 定 し 、 あ っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ２ へ 進 み 、 な か っ た な ら ば ス テ
ッ プ Ｓ ３ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 音 楽 情 報 取 込 部 ８ ａ は 、 Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ ９ に セ ッ ト さ れ た Ｃ Ｄ か ら 音 楽
情 報 を 読 み 出 し 、 音 楽 デ ー タ ベ ー ス １ ２ に 記 憶 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 音 楽 制 御 部 ８ は 、 通 信 回 線 １ ０ ａ か ら 音 楽 情 報 を 取 り 込 む 旨 の 操 作 者
の 指 示 が あ っ た か 否 か を 判 定 し 、 あ っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ４ へ 進 み 、 な か っ た な ら ば ス テ
ッ プ Ｓ ５ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 音 楽 情 報 取 込 部 ８ ａ は 、 通 信 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス １ ０ を 介 し て イ ン タ
ー ネ ッ ト 上 の 音 楽 情 報 を ダ ウ ン ロ ー ド し 、 音 楽 デ ー タ ベ ー ス １ ２ に 記 憶 す る 。 そ し て 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 音 楽 制 御 部 ８ は 、 音 楽 情 報 を 編 集 す る 旨 の 操 作 者 の 指 示 が あ っ た か 否
か を 判 定 し 、 あ っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ６ へ 進 み 、 な か っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ７ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 音 楽 情 報 管 理 部 ８ ｂ は 、 音 楽 デ ー タ ベ ー ス １ ２ に 記 憶 し て い る 音 楽 情
報 を 、 操 作 者 の 指 示 に よ り 変 更 ， 削 除 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 音 楽 制 御 部 ８ は 、 患 者 情 報 を 編 集 す る 旨 の 操 作 者 の 指 示 が あ っ た か 否
か を 判 定 し 、 あ っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ８ へ 進 み 、 な か っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ ９ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 音 楽 情 報 管 理 部 ８ ｂ は 、 操 作 者 の 指 示 に よ り 患 者 情 報 を 作 成 し 、 患 者
デ ー タ ベ ー ス １ １ に 記 憶 す る 。 ま た 、 音 楽 情 報 管 理 部 ８ ｂ は 、 患 者 デ ー タ ベ ー ス １ １ に 記
憶 し て い る 患 者 情 報 を 、 操 作 者 の 指 示 に よ り 変 更 ， 削 除 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 音 楽 制 御 部 ８ は 、 患 者 情 報 と 音 楽 情 報 の 対 応 を 編 集 す る 旨 の 操 作 者 の
指 示 が あ っ た か 否 か を 判 定 し 、 あ っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 進 み 、 な か っ た な ら ば ス テ
ッ プ Ｓ １ １ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 音 楽 情 報 管 理 部 ８ ｂ は 、 操 作 者 の 指 示 に よ り 患 者 情 報 と 音 楽 情 報 の
対 応 を 作 成 し 、 患 者 デ ー タ ベ ー ス １ １ に 記 憶 す る 。 ま た 、 音 楽 情 報 管 理 部 ８ ｂ は 、 患 者 デ
ー タ ベ ー ス １ １ に 記 憶 し て い る 患 者 情 報 と 音 楽 情 報 の 対 応 を 、 操 作 者 の 指 示 に よ り 変 更 ，
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削 除 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 音 楽 制 御 部 ８ は 、 診 断 モ ー ド と 再 生 音 量 の 対 応 を 編 集 す る 旨 の 操 作
者 の 指 示 が あ っ た か 否 か を 判 定 し 、 あ っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ２ へ 進 み 、 な か っ た な ら ば
ス テ ッ プ Ｓ １ ３ へ 進 む 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 音 楽 情 報 管 理 部 ８ ｂ は 、 操 作 者 の 指 示 に よ り 診 断 モ ー ド と 再 生 音 量
の 対 応 を 作 成 し 、 音 量 自 動 調 整 部 ８ ｄ に 記 憶 さ せ る 。 ま た 、 音 楽 情 報 管 理 部 ８ ｂ は 、 音 量
自 動 調 整 部 ８ ｄ に 記 憶 し て い る 診 断 モ ー ド と 再 生 音 量 の 対 応 を 、 操 作 者 の 指 示 に よ り 変 更
， 削 除 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ３ で は 、 音 楽 制 御 部 ８ は 、 音 楽 を 再 生 す る 旨 の 操 作 者 の 指 示 が あ っ た か 否 か
を 判 定 し 、 あ っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ ４ へ 進 み 、 な か っ た な ら ば ス テ ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス テ ッ プ Ｓ １ ４ で は 、 音 楽 情 報 選 択 部 ８ ｃ は 、 患 者 の 識 別 子 が 判 る 場 合 （ 患 者 の 識 別 子 が
入 力 さ れ て い る 場 合 ） 、 そ れ を キ ー と し て 患 者 デ ー タ ベ ー ス １ １ か ら 患 者 情 報 を 探 し 出 し
、 そ の 患 者 情 報 に 対 応 付 け ら れ て い る 音 楽 情 報 が あ れ ば 、 そ の 音 楽 情 報 を 音 楽 デ ー タ ベ ー
ス １ ２ か ら 取 出 し 、 患 者 用 音 楽 出 力 部 １ ３ で 音 楽 を 再 生 す る 。 例 え ば 、 患 者 が 子 供 の 時 は
童 謡 を 選 択 し 、 患 者 が 大 人 の と き は ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 取 り 出 し て 再 生 す る 。 そ し て 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ に 戻 る 。
こ の 時 、 音 量 自 動 調 整 部 ８ ｄ は 、 現 在 の 診 断 モ ー ド を ス キ ャ ン 制 御 部 ７ か ら 取 得 し 、 そ の
診 断 モ ー ド に 合 わ せ て 再 生 音 量 を 調 整 す る 。 例 え ば 、 Ｂ モ ー ド の よ う に 画 像 だ け で 診 断 す
る 診 断 モ ー ド の 時 は 通 常 の 音 量 で 再 生 し 、 ド ッ プ ラ 検 査 の よ う に 音 を 聞 い て 診 断 す る 診 断
モ ー ド の 時 は 音 量 を 小 さ く す る か 又 は ミ ュ ー ト に す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 患 者 の 識 別 子 が 判 ら な い 場 合 （ 患 者 の 識 別 子 が 入 力 さ れ て い る 場 合 ） や 患 者 情 報 に
音 楽 情 報 が 対 応 付 け ら れ て い な い 場 合 は 、 デ フ ォ ル ト の 音 楽 情 報 を 取 り 出 し て 再 生 す る 。
ま た 、 診 断 モ ー ド に 再 生 音 量 が 対 応 付 け ら れ て い な い 場 合 は 、 通 常 の 音 量 よ り や や 小 さ い
音 量 で 再 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
他 の 実 施 態 様 と し て は 、 Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ ９ の 代 わ り に 又 は そ れ に 加 え て 、 Ｍ Ｄ （ Ｍ ｉ ｎ ｉ 　
Ｄ ｉ ｓ ｃ ） ド ラ イ ブ 等 の 音 楽 再 生 装 置 か ら 音 楽 情 報 を 読 み 出 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 音 楽 再 生 機 能 付 き 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 超 音 波 診 断 装 置 自 体 が 音 楽 再 生 機 能
を 有 し て い る た め 、 Ｃ Ｄ プ レ ー ヤ 等 の 別 体 の 音 楽 再 生 装 置 が 必 要 な く な る 。 こ れ に よ り 、
操 作 者 は 、 超 音 波 診 断 装 置 の み を 操 作 す れ ば 足 る た め 、 煩 雑 な 操 作 を 要 さ ず に 音 楽 を 再 生
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に か か る 音 楽 制 御 処 理 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
５ 　 　 　 　 　 検 査 用 音 響 出 力 部
５ ａ 　 　 　 　 検 査 用 ス ピ ー カ
８ 　 　 　 　 　 音 楽 制 御 部
９ 　 　 　 　 　 Ｃ Ｄ ド ラ イ ブ
１ ０ 　 　 　 　 通 信 回 線 イ ン タ フ ェ ー ス
１ １ 　 　 　 　 患 者 デ ー タ ベ ー ス
１ ２ 　 　 　 　 音 楽 デ ー タ ベ ー ス
１ ３ 　 　 　 　 患 者 用 音 楽 出 力 部
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１ ３ ａ 　 　 　 患 者 用 ス ピ ー カ
１ ０ ０ 　 　 　 超 音 波 診 断 装 置

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f5e674de-9867-4232-87e6-8ccb199c883b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032802888/publication/JP2004154334A?q=JP2004154334A

